
直
言

。
リ
クル
ー
ト。
そ
し
て、
消
費
税で
空
転し
た
日

本
の
国
会は、
首
相の
施
政
方
針
演
説
も
な
い
ま

ま
に
解
散し
て、
巷
は
総
選
挙一
色にな
りつ
つ
あ

又v。中
国、
東欧、
ソ
連と、
歴
史の
歯
車が
は
げ
し
容し

く
動き
は
じ
め
て
お
り、
ま
た、
そ
れ
だ
け
に
札み

も
大
きい
の
だが、
こ
の
時
代の
転換
期に
当
たっ

て、
わ
が
国の
国
会で
は、
国
際
情
勢や
。ジャ
パ

ン・
パ
ッ
シ
ン
グ。
の
厳しい
状
況に
たい
し
て、

ど
れ
ほ
どの
内
容
あ
る
論
戦が
た
たか
わ
さ
れ
たの

で
あ
ろ
うか。
まっ
た
くゼロ
に
等しい
とい
え
よ

切っ。海
部
首相や
中
山
外
相は
東
欧
を
訪
問し
て、
東

欧
諸
国の
脱
社
会
主
義
化に
歓
迎
の
意
を
表
し、
日

本の
東
欧支
援
を
約
束し
たが、
一
方、
中
国
が
戒

厳
令
を
解
除し
たこ
と
にも
反
応
し
て、
日
本の
対

中
関
係
再
開を
語
りは
じ
め
てい
る。

だ
が、
中
国は
北
京の
戒
厳
令今
除
後も
軍や
武

米
議
会
に
見
習
う
ベ
し

装警察
に
よ
る
抑
圧
を
強
化し、
恐
怖政
治
を
よ
り

一
層
強
め
てい
る
ばか
りか、
「
東
欧
化」
を
頑な
に

拒否
し、
こ
れ
に
絶
対反
対だと
言
明
し
てい
る
の

だか
ら、
東
欧と
中
国と
は
ま
さ
に
正
反
対の
立
場

に
ある
こ
と
は
明白で
ある。
だ
と
す
れ
ば、
もし

も
日
本
が
東
欧の
行き
方
を
肯
定す
る
の
な
ら、
中

国
当
局に
は
厳しい
姿
勢
を
示さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
は
ずで
ある。

こ
の
明
らか
な
矛
盾
を
国
会で
衝こ
う
と
し
ない

野
党も
無
定
見で
ある
が、
国
会に
は
そ
も
そ
も
実

り
ある
外
交
論
議が、
昨
今は
ほ
と
ん
どな
くなっ

て
し
まっ
た。

翻っ
て
米
下
院は、
去
る一
月二
十
四
日
の
本会

議で
プッ
シュ
大
統
領が
行使し
た
中
国
人
留
学生

滞在
延
長
法
案に
たい
す
る
大
統
領拒
否
権
を三
九

東京外国語大学教授

中主
嶋；

嶺2
雄ぉ

O
対二
五
の
圧
倒
的
多数で
覆
し、
去る
七
月と
十

二
月の二
回に
わ
たるスコ
ウ
クロ
フ
ト
米大
統
領

補
佐官の
。
秘
密
外
交。
に
よ
る
対
中
関
係
打
開へ

の
動
き
に
厳し
い
態
度
を一
致
し
て
表
明
し
て
い

ヲ令。民
主
党主
導
の
議
会と
はい
え、

数の
議
員が
中
国
当
局の
民
主
化抑
圧に
たい
し
て

抗
議し
てい
る
の
で
あ
り、
「民
主」
と「
人
権」
は、

米
中
関
係とい
う
重
大な
外
交
関
係
に
対し
て
さ
え

等
価では
ない
こ
と
を
雄
弁に
示
そ
うとし
てい
る

の
で
ある。

わ
が
国に
は、
日
中
友
好とい
う
題
目だ
け
が
前

提
的に
ある
だ
け
で、
真に
中
国
人
民の
友
た
ろ
う

と
す
る
な
ら
ば、
い
ま、
どの
よ
うな
対
中
政
策が

必
要
な
のか、
とい
う深い
認
識は
ほ
と
ん
どない。

や
は
り、
ア
メ
リカ
に
見
習
うべ
き
点は
ま
だ
ま

だ
数多い
とい
え
よ
う。

こ
の
よ
う
に
多
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